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笑顔の友達、たくさん出来た
　４月７日（火）、町内各小学校と乙部中学校で入学式が行われ、小学生 28人、
中学生 37人が新たな生活をスタートさせました。
　入学式では緊張気味だった新１年生も、教室では元気いっぱい。希望に胸
をふくらませながら、担任の先生の話を聞いていました。
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の
実
現
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
動
き
の
中
で
、
道
は
、

檜
山
支
庁
な
ど
の
多
く
の
住
民
に
身
近
な

事
務
ま
で
を
広
域
事
務
と
称
し
て
総
合
振

興
局
に
移
行
し
、
実
質
的
に
出
張
所
に
格

下
げ
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
ま
さ
に
地
域

主
権
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
理

解
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

弱
い
地
域
に
光
を
あ
て
、
都
市
と
地
方

が
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
の
が
真
の
行

政
で
あ
り
、
今
後
と
も
地
域
振
興
の
た
め

に
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

乙
部
町
は
、
自
立
体
制
の
確
立
と
財
政

の
健
全
化
の
た
め
、
今
日
ま
で
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
活
性
化
の

た
め
の
産
業
や
生
活
基
盤
の
整
備
に
着
実

に
取
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
経

費
の
一
層
の
節
減
合
理
化
、
重
点
化
等
を

は 

じ 

め 

に

　

平
成
二
十
二
年
第
一
回
乙
部
町
議
会
定

例
会
が
開
会
さ
れ
、
新
年
度
予
算
案
並
び

に
関
連
案
件
を
提
出
す
る
に
あ
た
り
、
町

政
執
行
へ
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
町
議
会

議
員
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
、
政
権
が
交
代
し
、
わ
が
国
の
政

治
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
世
界
的
な
経
済
危
機
の
中
、
国
民
生

活
の
不
安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
活
性
化
や
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

地
方
公
共
団
体
が
国
と
の
連
携
の
下
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
地
方
は
景
気
や
雇
用
の
悪
化
に

よ
る
税
収
等
の
減
少
で
財
政
運
営
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

新
政
権
が
打
ち
出
し
て
い
る
地
方
分
権
の

推
進
は
も
と
よ
り
、
真
の
地
域
主
権
社
会

〜
夢
と
希
望
の
持
て
る
郷
土
乙
部
町
の

発
展
を
目
指
し
て
〜

平
成
二
十
二
年
度

  
町
政
執
行
方
針

　

地
域
経
済
や
雇
用
不
安
な
ど
、
地
方
自

治
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
夢
と
希
望

の
も
て
る
豊
か
で
住
み
良
い
郷
土
乙
部
町

の
発
展
を
め
ざ
し
て
、
次
の
３
つ
の
基
本

的
姿
勢
の
も
と
で
、
町
政
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

※
町
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
町

　
　

民
本
位
の
町
政

　

※
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で

　
　

き
る
清
潔
公
正
で
民
主
的
な
町
政

　

※
健
康
で
心
豊
か
な
活
力
と
希
望
の

　
　

も
て
る
町
づ
く
り

　

過
去
二
十
七
年
間
の
町
政
を
振
り
返
っ

て
み
て
、
町
政
の
根
幹
は
豊
か
な
町
づ
く

り
を
進
め
町
民
生
活
が
安
定
充
実
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
町
民
本
位
の

町
政
を
町
民
が
お
互
い
理
解
し
協
力
し
た

中
で
、
心
を
一
つ
に
町
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
と
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
経
済
が
混
迷
し
て
い
る
時
代
に

あ
っ
て
は
、
今
後
と
も
お
互
い
知
恵
を
出

し
あ
い
、
町
財
政
の
健
全
化
を
維
持
し
つ

つ
町
民
の
視
点
に
立
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
一
人
ひ
と

り
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
町
、
町
民
と
し
て
誇
り

を
も
て
る
町
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
と
心
の
通
う
対
応
に
心
が

け
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
見

極
め
な
が
ら
、
常
に
各
種
制
度
の
見
直
し

を
行
い
、
な
お
一
層
効
果
的
、
合
理
的
な

町
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
乙
部
町
開
町
百
三
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
更
に
町
民
あ

げ
て
郷
土
の
飛
躍
発
展
の
ス
タ
ー
ト
の
年

に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴
い
、
国
と
地

方
の
役
割
分
担
や
地
方
税
財
源
の
見
直
し

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
等
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
地
域
間
の
格
差
が
顕
著

町政執行方針

Ⅰ 

町
政
の
基
本
的
姿
勢

Ⅱ 

町
政
の
課
題
と
主
な
施
策

自
立
体
制
の
確
立
と

財
政
の
健
全
化

1

図
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
収
支
均
衡
の

健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
希
望
の
も

て
る
乙
部
町
の
発
展
の
た
め
、
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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に
な
り
、
特
に
小
規
模
町
村
は
、
厳
し
い

行
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
新
政
権
は
、
地

域
主
権
の
下
に
地
域
活
性
化
・
地
方
財
政

対
策
と
し
て
地
方
交
付
税
総
額
を
増
額
し
、

財
政
の
厳
し
い
地
域
に
重
点
的
に
配
分
す

る
方
針
で
あ
り
、
今
後
の
算
定
基
準
等
を

見
守
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
課
題
は
、
地
域
経
済
、

雇
用
情
勢
は
も
と
よ
り
、
将
来
の
町
村
再

編
や
地
方
分
権
・
地
方
主
権
の
動
向
等
を

見
据
え
な
が
ら
自
立
体
制
の
基
盤
強
化
の

た
め
に
も
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
確
保
を

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
お
互
い
痛
み
を
共
有

し
た
中
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
着

実
に
推
進
し
、
将
来
の
世
代
に
責
任
を
持

て
る
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
十
九
年
度
か
ら
三
年
間
頑
張
る
地

方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
十
年
度
～
二
十
一

年
度
に
は
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
や
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
、
更
に
は
、
緊

急
雇
用
創
出
事
業
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
交
付
金
な
ど
積
極
的
に
活
用
し
、
効
果

的
な
財
政
運
営
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
・
雇
用
の
創
出
な
ど
地
域
要
望
の
実
現

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
発
展
は
、
自
立
を
着

実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
活
力
と
創
造
性
あ
る
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
積
極
的
な

施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
第
一
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
農

林
、
水
産
業
の
振
興
と
地
域
資
源
の
活
用

を
図
る
な
ど
、
積
極
的
に
支
援
し
、
振
興

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
，
重
要
施
策
と
し
て

進
め
て
い
る
再
生
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
生
産
額
が
一
億
円
を
突

破
す
る
な
ど
着
実
に
成
果
が
出
て
お
り
、

今
後
と
も
生
産
者
及
び
関
係
団
体
と
の
連

携
を
図
る
と
共
に
新
た
な
作
物
の
導
入
に

も
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
で
は
、
育
て
る
漁
業
の
推

進
や
二
次
加
工
な
ど
付
加
価
値
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
磯
焼
け
対
策
に
つ
い
て
は
、
漁

業
者
自
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
町
と
し
て

も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
よ
り
サ
ク
ラ
マ
ス
孵
化

施
設
を
ひ
や
ま
漁
協
に
移
譲
し
、
組
合
の

事
業
と
な
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
今
後
と

も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
及
び
観
光
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る
た

め
、
既
存
産
業
の
育
成
強
化
と
、
本
年
度

か
ら
民
間
主
導
の
Ｉ
Ｔ
研
修
事
業
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
既
存
産
業
の
育
成
な
ど
関
連
企

業
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
確
保
は
も

と
よ
り
、
森
林
の
多
様
な
公
益
的
機
能
を

一
層
高
め
る
た
め
に
民
有
林
を
取
得
し
、

豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

農

林

業

の

振

興

①
生
産
者
団
体
の
育
成
・
強
化
（
担
い
手

　

の
育
成
・
支
援
）

②
農
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進
（
ブ
ロ
ッ
コ

　

リ
ー
・
大
豆
等
）

③
付
加
価
値
の
高
い
特
産
物
の
生
産
（
高

　

設
イ
チ
ゴ
・
立
茎
ア
ス
パ
ラ
）

④
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
（
農
道
）

⑤
町
有
林
及
び
民
有
林
整
備
事
業
の
推
進

⑥
居
住
地
森
林
環
境
整
備
事
業
（
林
道
）

⑦
森
林
組
合
の
健
全
な
育
成
と
事
業
の
拡
大

漁

業

の

振

興

①
広
域
漁
港
及
び
漁
場
整
備
事
業
（
乙
部
）

②
育
て
る
漁
業
の
推
進

　

○
ウ
ニ
・
ホ
タ
テ
・
ナ
マ
コ
等
増
養
殖

　
　

事
業

　

○
サ
ク
ラ
マ
ス
等
の
ふ
化
放
流
事
業

　
　
（
漁
協
と
の
連
携
）

　

○
サ
ケ
稚
魚
の
飼
育
放
流

　

○
磯
焼
け
対
策
の
取
り
組
み

③　

資
源
の
高
付
加
価
値
化
（
ス
ケ
ト
ウ

　

ダ
ラ
等
）

商
工
・
観
光
の
振
興

①
地
域
の
消
費
拡
大
と
地
元
産
出
の
農
林

　

水
産
物
の
二
次
加
工
の
推
進

②
既
存
企
業
等
の
育
成
、
強
化

活
力
あ
る
産
業
の
育
成
と

働
く
場
の
確
保

2

スケトウダラ水揚げ作業
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③
市
街
地
中
心
街
の
整
備

④
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
既
存
産
業
の
育
成

⑤
観
光
資
源
及
び
関
連
施
設
の
活
用

⑥
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
中
で
、
町
民
が
お

互
い
を
思
い
や
り
、
い
た
わ
り
の
心
を
も
っ

て
助
け
合
い
、
平
和
で
安
ら
ぎ
と
潤
い
の

あ
る
、
調
和
の
と
れ
た
き
め
細
か
い
施
策

を
推
進
し
て
、
心
豊
か
な
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
充
実

①
医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
（
病
院
経
営
、

　

医
師
住
宅
及
び
医
療
機
器
の
整
備
）

②
各
種
検
診
等
保
健
活
動
の
充
実
（
特
定

　

健
診
、
が
ん
検
診
、
各
種
保
健
指
導
等
）

③
心
か
よ
う
福
祉
施
策
の
推
進
（
介
護
支

　

援
・
予
防
事
業
等
の
推
進
）

④
健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進

生
活
環
境
の
整
備
・
充
実

①
海
岸
・
河
川
・
山
地
等
の
保
全

②
生
活
道
路
の
整
備

③
簡
易
水
道
及
び
下
水
道
の
整
備

④
排
水
施
設
整
備
（
滝
瀬
地
区
ほ
か
）

⑤
廃
棄
物
対
策
（
ご
み
、
し
尿
等
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

①
教
育
施
設
等
の
維
持
・
整
備

②
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー

　

シ
ョ
ン
の
振
興

ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携

①
ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携
を
深
め
、
ふ
る

さ
と
寄
附
金
な
ど
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
大
規
模
な
懸
案
事
業
は
、

そ
の
推
進
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
後
と
も
生
活
施
設
や
公
営
住

宅
等
の
整
備
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

①
公
営
住
宅
建
設
事
業

　
（
元
町
団
地
・
２
棟
・
実
施
設
計
、
滝
瀬

　

第
１
団
地
・
除
却
３
棟
）

②
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

③
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

④
街
な
み
環
境
整
備
事
業
（
小
公
園
、
街

　

灯
等
）

⑤
豊
浜
地
区
集
会
施
設
整
備
事
業

⑥
館
浦
温
泉
貯
湯
槽
整
備
事
業

⑦
消
防
・
防
災
施
設
の
整
備
（
防
火
水
槽
・

　

館
浦
地
区
）

公
共
施
設
の
整
備

4

東京おとべ会 さっぽろ乙部会

心
豊
か
な
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
形
成

3

豊浜地区集会施設整備事業

元和台海浜公園
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町政執行方針

　

公
共
事
業
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
基
盤
整
備
の
充
実
と
と
も
に
産

業
の
振
興
、
雇
用
機
会
の
拡
大
等
波
及
効

果
が
大
き
く
、
国
や
道
の
行
う
事
業
の
積

極
的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
道
々
改
良
事
業
（
乙
部
港
線
）

②
町
道
改
良
事
業
（
姫
川
～
富
岡
間
）

③
広
域
漁
港
整
備
事
業
（
乙
部
漁
港
・
岸

　

壁
改
良
及
び
航
路
浚
渫
・
元
和
漁
港
・

　

航
路
浚
渫
）

④
広
域
漁
場
整
備
事
業
（
ヤ
リ
イ
カ
産
卵

　

礁
、
魚
礁
）

⑤
治
山
事
業
（
花
磯
ほ
か
）

⑥
過
疎
基
幹
農
道
事
業
（
元
和
）

　

当
町
の
財
政
運
営
は
、町
税
等
自
主
財
源

に
乏
し
く
国
や
道
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、

町
税
等
歳
入
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
こ
と

か
ら
長
期
に
わ
た
り
人
件
費
や
物
件
費
等
の

抑
制
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
保
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
、
病
院
事
業
等
の
各
特
別
会
計
へ

の
繰
り
出
し
や
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
、

ご
み
・
し
尿
処
理
負
担
金
、
更
に
は
、
保
育

園
や
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
出
し
も
大
き

な
財
政
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
介
護
・
福
祉
事
業
や
高
齢
者
医
療

制
度
な
ど
の
財
政
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
職
員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
今

ま
で
に
な
い
困
難
な
状
況
を
十
分
認
識
し
、

財
政
負
担
の
少
な
い
各
種
制
度
を
活
用
す
る

な
ど
、
更
に
一
層
知
恵
と
使
命
感
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
と
今
後
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
町
民
の
皆
様
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、一
層
諸
経
費
の
抑
制
や
削
減
、

合
理
的
な
業
務
の
推
進
、
各
般
に
わ
た
る
施

策
の
効
果
的
選
択
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に

町
税
等
の
収
納
率
の
確
保
等
に
つ
い
て
は
滞

納
整
理
機
構
の
活
用
を
図
り
、
更
に
は
、
公

共
料
金
等
に
つ
い
て
も
過
度
の
財
政
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
適
正
な
受
益
者
負
担
を

お
願
い
し
、
今
後
と
も
健
全
な
行
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
歳
入
、
歳
出
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
更
に
一
層
国
、
道
等
の

補
助
及
び
交
付
金
制
度
の
積
極
的
な
活
用
や

良
質
起
債
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
に
実
施
予
定
の
単
独
事
業

等
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
国

の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
や
、
き

め
細
か
な
臨
時
交
付
金
等
の
活
用
に
よ
る

前
倒
し
の
結
果
、
緊
縮
型
と
な
り
ま
し
た

が
、
更
に
町
内
の
景
気
浮
揚
と
地
域
の
振

興
を
図
る
意
味
か
ら
も
、
投
資
的
経
費
で

五
億
二
千
八
百
万
円
を
計
上
す
る
な
ど
、
重

要
施
策
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
展
開
す
べ

く
予
算
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度

当
初
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計

　

三
十
三
億
二
千
六
百
七
十
万
円

※ 

対
前
年
比
で
、
０
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の

　

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計

　

二
十
三
億
四
千
二
百
四
十
九
万
六
千
円

（
病
院
会
計
含
む
）

※
対
前
年
比
で
、
二
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

合    

計

　

五
十
六
億
六
千
九
百
十
九
万
六
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
　
わ
　
り
　
に

　

二
十
七
年
間
の
町
政
を
踏
ま
え
て
、
今
後

と
も
町
民
の
幸
せ
、
町
の
発
展
に
誠
心
誠
意

努
力
し
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

乙
部
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
ふ
る
さ

と
の
発
展
を
願
い
、
自
立
の
道
を
一
歩
一
歩

力
強
く
歩
ん
で
お
り
ま
す
こ
と
は
、
町
政
に

携
わ
る
一
人
と
し
て
大
変
心
強
く
感
謝
に
耐

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
地
方
分
権
及
び
少
子
高
齢
社
会
等

大
き
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
加
え
て
経

済
不
安
や
雇
用
の
悪
化
な
ど
厳
し
い
時
代
に

あ
り
ま
す
が
、
更
に
町
民
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
郷
土
乙
部
町
の
飛
躍
発
展

の
た
め
、
先
見
性
を
も
っ
て
幾
多
の
障
害
に

も
屈
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
、
行

政
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
お
い
て
も
、
厳
し
い
地
域
の
実
態

を
良
く
見
極
め
、
自
ら
の
責
任
と
自
ら
の
判

断
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
主

体
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
も
、
そ

の
力
量
と
信
頼
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
急
務

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
し
得

る
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
日
常
業
務

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
も
、
新
政
権
で
の
総
務
省
顧
問
、
文
部

科
学
省
の
中
央
教
育
審
議
会
委
員
等
の
任
命

を
受
け
、
今
後
と
も
多
く
の
方
々
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
乙
部
町
の
振
興
発

展
の
た
め　

誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
の
皆
さ

ん
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

行
財
政
の
健
全
運
営

・
予
算
規
模

6
開
発
事
業
の
促
進
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指
導
内
容
の
適
切
な
実
施
な
ど
完
全
実
施

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、
確
実
な
定
着

を
め
ざ
し
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
保
護
者
の
理
解

協
力
の
も
と
学
習
や
生
活
習
慣
の
改
善
、

教
職
員
の
共
通
理
解
の
も
と
指
導
方
法
の

改
善
や
教
材
等
の
整
備
、
さ
ら
に
は
教
育

実
践
交
流
を
積
極
的
に
推
進
す
る
な
ど
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

読
書
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
全

校
が
朝
読
書
に
取
り
組
み
、
町
図
書
室
と

の
連
携
の
も
と
に
読
書
に
親
し
む
機
会
の

充
実
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
活
動
な
ど
に
よ
り
大
き
な
成
果
を

得
て
お
り
、
さ
ら
な
る
蔵
書
の
整
備
と
内

容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
あ
っ
て
は
、
一
人
ひ

と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
願
い
特

別
支
援
学
級
へ
の
支
援
員
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
保
護
者
・
学
校
・
就
学
指
導
専

門
委
員
会
等
と
連
携
を
密
に
し
、
望
ま
し

い
発
達
を
促
す
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
が

学
ぶ
喜
び
や
個
性
能
力
を
十
分
発
揮
し
て

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
あ
る
発
達
に
努
め
、

自
立
し
て
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
基
礎
的
な
力
を
培
う
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
や
地
域
と
一
層

連
携
し
、
ど
の
地
域
の
子
ど
も
全
て
が
等

し
く
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
学
校
の

在
り
方
や
確
か
な
学
力
の
定
着
、
保
育
園
・

小
中
学
校
な
ど
校
種
間
の
連
携
を
図
る
な

ど
教
育
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
基
本
と
し
そ
の

実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
、
町
内
小
中
学
校
は

児
童
生
徒
の
調
和
の
と
れ
た
学
力
や
生
き

方
の
育
成
に
努
め
、
指
導
方
法
の
工
夫
改

善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
公
開
研
究
会
の

開
催
や
乙
部
中
学
校
が
「
確
か
な
学
力
を

身
に
つ
け
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒
の
育
成
」

を
研
究
主
題
に
し
た
実
践
論
文
が
、
北
海

道
公
立
学
校
教
育
課
程
実
践
研
究
成
果
報

告
書
に
全
文
掲
載
さ
れ
る
な
ど
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
前
年
度
に

続
き
檜
山
管
内
教
育
実
践
表
彰
・
文
部
科

学
大
臣
表
彰
・
北
海
道
教
育
実
践
表
彰
等

一
校
二
個
人
が
受
賞
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
学
校
が
自
校
の
教
育

課
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
改
善
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
を
生
か
し
創

造
力
に
満
ち
た
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に

努
め
て
お
り
、
今
後
と
も
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
む

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
小
学
校
は

二
十
三
年
度
、
中
学
校
が
二
十
四
年
度
か

ら
完
全
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
移
行
期
二
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、

総
則
・
道
徳
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・

教
科
及
び
特
別
活
動
で
は
新
課
程
の
内
容

の
一
部
を
前
倒
し
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
各
学
校
の
教
育
課
程
の
編
成
実
施
状

況
に
合
わ
せ
必
要
な
授
業
時
数
の
確
保
、

は 

じ 

め 

に

　

平
成
二
十
二
年
度
第
一
回
定
例
町
議
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
教
育

委
員
会
の
所
管
行
政
に
つ
い
て
、
そ
の
執

行
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
活
力
に
満
ち
た
人

間
性
豊
か
な
町
民
を
育
む
」
を
基
本
理
念

と
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、
連
携

を
図
る
と
と
も
に
多
様
化
す
る
学
習
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
「
温

も
り
と
信
頼
」
を
基
盤
と
し
た
乙
部
町
な

ら
で
は
の
「
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
」
活
動

の
発
展
を
め
ざ
し
、
乙
部
町
総
合
計
画
の

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
評
価
・
改
善
を
図

り
な
が
ら
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
創
意

あ
る
教
育
行
政
諸
施
策
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

〜
温
も
り
と
信
頼
を
基
盤
と
し
た

教
育
活
動
の
推
進
を
目
指
し
て
〜

平
成
二
十
二
年
度

  
教
育
行
政
執
行
方
針

Ⅰ 

学
校
教
育
の
推
進

教育行政執行方針



ま
し
て
は
老
朽
化
に
伴
い
一
部
施
設
設
備

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

教
材
教
具
図
書
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
育

施
設
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
も
適
切

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
は
社
会
性
の
育
成
や
切
磋
琢
磨
の

場
と
し
て
大
切
な
こ
と
か
ら
一
定
の
規
模

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
先
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
か

ら
教
育
活
動
に
困
難
を
き
た
す
状
況
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
望
ま
し
い
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て
保
護
者
・
地
域
と
の
懇

談
の
機
会
を
設
け
る
等
適
切
な
対
応
が
図

ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か

な
生
活
を
過
ご
す
こ
と
を
願
い
、
各
世
代

が
主
体
的
な
学
習
活
動
に
よ
り
自
ら
の
生

き
る
力
を
培
う
こ
と
や
地
域
の
主
体
的
な

活
動
を
支
援
し
、
地
域
が
持
つ
力
と
地
域

を
創
造
す
る
力
に
よ
っ
て
実
践
の
輪
の
広

が
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
地
域
全
体
で
子
ど
も
達
を
見
守
り

育
て
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
長
期
的
展
望

に
基
づ
い
て
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

学
習
活
動
の
活
性
化

　

地
域
社
会
に
あ
っ
て
青
少
年
が
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
べ
く
地
域

が
企
画
す
る
体
験
活
動
や
世
代
間
交
流
な

ど
の
事
業
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
社
会
生
活
の
規
範
意
識
や
生
活

の
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
学
習
の
機

会
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
事
業
の
内
容
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
を
守
る
会
や
・

関
係
機
関
団
体
と
の
連
携
の
も
と
健
全
育

成
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど

学
習
成
果
を
活
か
す

教
育
環
境
の
整
備

　

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
き
ま

し
て
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
児
童
虐
待

等
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
努
め
る
と

と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
に

絡
む
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
努
め
、
情

報
モ
ラ
ル
の
指
導
に
つ
い
て
も
学
校
・
家

庭
・
地
域
関
係
機
関
と
連
携
し
て
健
全
な

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
を
支
援
す
る
事
業
も
成
果
を
上
げ
、

子
ど
も
達
の
た
め
地
域
の
も
て
る
力
を

様
々
な
視
点
か
ら
教
育
活
動
に
支
援
・
協

力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
機
能
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
派
遣

事
業
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
英

語
力
向
上
や
異
文
化
へ
の
興
味
関
心
を
高

め
る
指
導
方
法
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
人
材
等
の
活
用
を
図
る
町
民
講

座
等
を
通
し
て
国
際
交
流
に
努
め
ま
す
。

　

食
育
を
通
し
て
健
康
の
保
持
増
進
と
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
地
場
産
品
を
生
か
し
た
「
ふ
る
さ
と
給

食
」
の
実
施
な
ど
安
全
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
備
品
に
つ
き

豊
か
な
心
と
健
や
か
な

身
体
を
育
む

　

心
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
全
教

育
課
程
さ
ら
に
は
道
徳
の
時
間
や
総
合
的

な
学
習
の
時
間
等
を
通
し
て
生
命
の
尊
重
、

思
い
や
り
の
心
と
規
範
意
識
や
倫
理
観
の

醸
成
を
図
り
、
学
校
全
体
が
望
ま
し
い
人

間
関
係
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
特
に
各
学

校
に
お
い
て
は
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
、

環
境
・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
が
進
め

ら
れ
て
お
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
を
守
る
会

や
地
域
関
係
機
関
と
の
連
携
に
基
づ
い
て

豊
か
な
心
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
産
業
団
体
・
行
政
関
係
機
関
等
の

支
援
と
協
力
を
い
た
だ
き
勤
労
観
・
職
業

観
を
培
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

を
目
指
し
学
校
体
育
の
充
実
や
運
動
習
慣

の
定
着
、
健
康
安
全
指
導
の
改
善
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
流
行
性
の
疾
病
予
防
や
管
理
下

の
事
故
や
災
害
に
つ
い
て
の
危
機
管
理
に

つ
い
て
も
迅
速
・
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　

校
内
外
の
定
期
的
安
全
点
検
は
も
と
よ

り
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

て
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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お
わ
り
に

　　

以
上
、
平
成
二
十
二
年
度
の
教
育
行
政

執
行
に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
乙
部
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

大
き
な
夢
と
希
望
を
も
て
る
よ
う
な
教
育

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
職
員
一
同
一
丸

と
な
っ
て
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら

乙
部
町
教
育
の
振
興
発
展
に
向
け
て
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
議
会
議
員

の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
や
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
各
事
業
と
も

成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に

内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
各
種
競
技
団

体
等
の
育
成
に
努
め
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
体
育
館
は
だ

れ
も
が
気
軽
に
活
用
で
き
る
開
放
的
な
施

設
を
目
指
し
改
修
致
し
ま
し
た
。　

　

な
お
、
各
種
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
安

全
管
理
に
万
全
を
期
し
て
効
率
的
な
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
活
動
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
学
級
や
高
齢
者
大
学
、
成
人
講
座

等
成
人
の
ニ
ー
ズ
や
町
民
が
生
涯
の
各
期

に
応
じ
た
学
習
の
内
容
の
充
実
や
効
率
的

な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
成
人
・
女
性
・
高
齢
者
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
社
会
参
加

の
実
践
活
動
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

各
小
中
学
校
区
に
開
設
し
て
い
る
家
庭

教
育
セ
ミ
ナ
ー
や
出
前
講
座
に
つ
い
て
も

地
域
の
特
性
や
要
望
を
生
か
し
た
参
加

し
や
す
い
学
級
開
設
と
な
る
よ
う
、
情
報

の
提
供
に
努
め
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

国
民
読
書
年
に
あ
た
り
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
読
書
に
親
し
め
る
活
動
や
読
書

意
識
の
高
揚
を
図
る
べ
く
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
の
図
書
室
を
町
民
と
一
緒
に
つ
く

る
親
し
ま
れ
る
図
書
室
の
企
画
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
へ
の
巡
回
図
書
の
充
実
、

学
校
や
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
講
習
会
の
企

画
等
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

郷
土
の
自
然
や
歴
史
が
育
ん
だ
地
域
文

化
の
継
承
を
図
る
た
め
、
文
化
財
の
保
護
・

保
存
と
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
事
業
を

企
画
し
ふ
る
さ
と
乙
部
へ
の
理
解
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
文
化
づ
く
り
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
文
化
団
体
・
サ
ー
ク
ル

等
の
自
主
活
動
の
支
援
と
発
表
機
会
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
は
地
域
で
の
文
化
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
事
業
の
企
画
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か

な
生
活
を
過
ご
す
こ
と
を
願
い
「
一
人
一

ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
」
を
目
標
に
健
康
づ
く
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平
成
十
七
年
に
設
立
さ
れ
て
契

約
栽
培
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
、
乙
部
町
契
約
野
菜
生
産
出
荷

組
合
の
第
六
回
定
期
総
会
が
三
月

十
九
日
に
光
林
荘
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
の
栽
培
面
積
は
四
十
・
一

㌶
、
販
売
額
実
績
額
一
億
八
百
七

七
十
六
万
円
の
実
績
が
報
告
さ

れ
、
平
成
二
十
二
年
度
の
栽
培
計

画
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
付
面

積
二
十
七
・
九
㌶
、ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
の
作
付
面
積
六
・
五
㌶
、
南
瓜

の
作
付
面
積
六
・
０
㌶
等
、
販
売

額
は
一
億
一
千
二
百
五
十
四
万
円

の
計
画
を
決
議
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
契
約
先
で

あ
る
株
式
会
社
ベ
ジ
テ
ッ
ク
の
相

馬
雅
明
次
長
が
出
席
さ
れ
、「
今

後
も
良
好
な
関
係
を
築
き
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

佐
藤
光
男
組
合
長
か
ら
は
、
悪

天
候
に
よ
り
、
栽
培
計
画
通
り
に

出
荷
で
き
な
か
っ
た
事
が
省
み
ら

れ
、
よ
り
一
層
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
、
防
除
等
の
徹
底
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

萬
木
英
雄
副
町
長
か
ら
は
、「
販

売
額
が
一
億
円
の
大
台
を
突
破

し
た
事
を
励
み
に
新
た
な
目
標
、

一
億
五
千
万
円
の
突
破
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」
と
、
激
励
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
播
種
作
業
は

既
に
三
月
十
五
日
か
ら
始
ま
り
、

畑
に
は
四
月
十
九
日
に
定
植
さ

れ
、
六
月
二
十
日
頃
に
は
収
穫
が

始
ま
り
十
月
末
ま
で
続
く
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
昨
年
か
ら
試
験
的
に

栽
培
さ
れ
て
い
る
サ
ト
イ
モ
や
、

今
年
か
ら
取
り
組
む
予
定
の
エ
ダ

マ
メ
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
契
約

野
菜
生
産
出
荷
組
合
の
更
な
る
躍

進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
集
い
が
三
月
十
六

日
に
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
と
べ
で
開
催

さ
れ
、約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
の
集
い
は
「
介
護
予

防
で
健
康
呼
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
介
護

予
防
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や
、

お
達
者
体
操
教
室
な
ど
の
介
護
予

防
事
業
の
紹
介
、
悪
徳
商
法
な
ど

へ
の
注
意
喚
起
な
ど
を
広
く
伝
え

よ
う
と
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
乙
部
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら
で
結
成
さ

れ
て
い
る
「
劇
団
き
ら
ら
」
の
寸

劇
と
、
国
保
病
院
の
須
藤
正
人
副

院
長
の
健
康
寿
命
に
つ
い
て
の
講

演
、
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所

の
中
野
宏
典
弁
護
士
の
悪
徳
商
法

予
防
に
つ
い
て
の
講
話
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

劇
団
き
ら
ら
の
寸
劇
で
は
、
老

夫
婦
の
家
庭
を
題
材
に
し
て
、
認

知
症
に
な
り
始
め
の
症
状
や
悪
徳

商
法
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
光
景

を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
演
じ
、

会
場
は
大
き
な
笑
い
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
須
藤
副
院
長
の
講
演
で

は
、
元
気
で
い
ら
れ
る
「
健
康
寿

命
」
に
つ
い
て
、
運
動
や
食
事
、

楽
し
く
生
活
す
る
こ
と
な
ど
の
重

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
介
護
予
防
の
大

切
さ
や
悪
徳
商
法
の
手
口
に
つ
い

て
、と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
け
の
稚
魚
放
流
が
四
月
十
二

日
、
さ
け
稚
魚
二
次
飼
育
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
昨
年

の
秋
こ
ろ
に
生
ま
れ
、
今
年
の
三

月
中
旬
に
飼
育
施
設
へ
移
さ
れ
ま

し
た
。

　

飼
育
や
管
理
な
ど
は
漁
業
関
係

者
の
方
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

忙
し
い
な
か
大
切
に
育
て
ら
れ
た

稚
魚
は
体
長
約
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
に
成
長
。
こ
の
度
、
百
万
尾
が

海
へ
と
放
た
れ
ま
し
た
。

　

四
年
後
に
は
乙
部
に
戻
っ
て
く

る
と
の
こ
と
で
漁
業
者
の
方
は
、

元
気
に
戻
っ
て
来
て
欲
し
い
と
、

想
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

楽

し

い

芝

居

で

介

護

予

防

乙部町契約野菜生産出荷組合

第 6 回定期総会
平成 22 年度栽培計画などを決定

大
き
な
海
で
、

大
き
く
育
っ
て
！さけ稚魚二次飼育施設

介護芝居風景
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諸収入
2.19％

道支出金
8.60％

国庫支出金
4.27％

町債
11.32％

繰入金
2.45％

町税
8.49％

農林水産費 10.71％
教育費 7.13％

衛生費 8.70％

総務費 13.14％ 土木費 11.64％

民生費 21.14％

公債費 17.06％

その他
5.89％

消防費
4.59％

地方交付税
55.41％

▲

その他
 7.27％

▲

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が

十
八
億
四
千
三
百
二
十
二
万
五
千
円
と
前

年
度
よ
り
二
百
五
十
八
万
六
千
円
の
増
額
。

国
庫
支
出
金
が
一
億
四
千
二
百
六
万
五
千

円
と
昨
年
度
よ
り
五
百
七
十
八
万
二
千
円

増
額
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金

（
町
債
）
が
三
億
七
千
六
百
七
十
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
豊
浜
地
区
の
集
会
施
設
の

整
備
や
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
の
民
生
費

に
、
七
億
三
百
二
十
六
万
六
千
円
。
土
木

費
で
は
、
姫
川
富
岡
線
改
良
事
業
な
ど
の

整
備
に
三
億
八
千
七
百
二
十
二
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
（
町
債
の
償
還
金
）
が
、

前
年
度
よ
り
三
千
五
百
三
十
二
万
八
千
円

減
の
五
億
六
千
七
百
四
十
三
万
五
千
円
と

全
体
の
十
七
・
〇
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

予
算
概
要

予
算
概
要

平成22年度

歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
平
成
二
十
二
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
町
議
会
に

お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
各
会
計
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
地
域
経
済
等
の
影
響
を
考
慮

し
、
所
要
額
を
当
初
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
三
億
二
千
六

百
七
十
万
円
で
前
年
度
当
初
予
算
よ
り

六
百
九
十
三
万
六
千
円
（
〇
・
二
一
％
）
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、
老
人
保
健
、

後
期
高
齢
者
、
介
護
保
険
、
簡
易
水
道
、

公
共
下
水
道
、
漁
業
集
落
排
水
、
病
院
）

の
総
額
は
、
二
十
三
億
四
千
二
百
四
十
九

万
六
千
円
と
な
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
合
わ
せ
て
、
五
十
六
億
六
千
九
百
十
九

万
六
千
円
（
前
年
度
比
〇
・
九
四
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
五
十
五
・
四
一
％

一般会計 33億2,670万円の使いみち
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科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　増　減

町 税 2億8,250万7千円 △536万円

地 方 交 付 税 18億4,322万5千円 258万6千円

国 庫 支 出 金 1億4,206万5千円 578万2千円

道 支 出 金 2億8,605万4千円 1億3,891万7千円

繰 入 金 8,135万6千円 △7,764万1千円

諸 収 入 7,291万6千円 △235万9千円

町 債 3億7,670万円 1,283万円

そ の 他 2億4,187万7千円 △6,781万9千円

合　　　計 33億2,670万円 693万6千円

科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　増　減

総 務 費 4億3,704万9千円 1,385万6千円

民 生 費 7億326万6千円 1億2,636万8千円

衛 生 費 2億8,939万9千円 408万1千円

農林水産業費 3億5,620万7千円 6,416万4千円

土 木 費 3億8,722万円 △1億2,853万7千円

消 防 費 1億5,276万1千円 △1,991万1千円

教 育 費 2億3,731万5千円 239万4千円

公 債 費 5億6,743万5千円 △3,532万8千円

そ の 他 1億9,604万8千円 △2,015万1千円

合　　　計 33億2,670万円 693万6千円

特別会計予算額は
　    23 億 4,249 万 6 千円
会　　計 予　　　算　　　額 前　年　度　増　減

国民健康保健
事業特別会計 6億509万8千円 801万3千円

老 人 保 健
特 別 会 計 44万9千円 △607万3千円

後 期 高 齢 者 
医療特別会計 5,193万4千円 364万3千円

介 護 保 険
特 別 会 計 6億8,680万円 △797万6千円

簡易水道事業
特 別 会 計 1億6,858万4千円 3,260万6千円

公 共 下 水 道
事業特別会計 2億1,448万2千円 △3,433万5千円

漁業集落排水
事業特別会計 5,079万8千円 1,026万6千円

国民健康保険
病院事業会計 5億6,435万1千円 3,969万7千円

合　　計 23億4,249万6千円 4,584万1千円 

◆自治・ふるさと振興　　　　　　　（2,841 万 5 千円）
　自治ふるさと振興対策（ふるさと振興補助金、ふれあ
　い交流盆踊り推進事業交付金、オートピア創造振興奨
　励補助金など）、行政事務の電子化の推進など
◆医療施設運営対策　　　　　　　（1 億 2,738 万円）
　国民健康保険病院事業会計繰出金、歯科診療所運営費、
　へき地患者輸送車の運行など
◆健康の保持促進　　　　　　　　（3,659 万 2 千円）
　特定健診等疾病予防対策、母子保健対策、町民健康づ
　くり推進協議会補助金など
◆老人福祉対策　　　　　　　　　（4,571 万 6 千円）
　老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、老人保護措置
　費、高齢者ふれあいセンター管理運営費など
◆児童福祉対策　　　　　　　　（1 億 920 万 7 千円）
　常設保育園運営費、児童手当の給付など
◆障害者福祉対策　　　　　　　　（9,992 万 3 千円）
　障害者自立支援給付費、重度心身障害者医療給付事業など
◆塵芥及びし尿処理対策　　　　　（8,485 万 1 千円）
　南部桧山衛生処理組合分担金、資源ごみリサイクル運動
　推進事業交付金、粗大ごみ回収及び清掃業務委託など
◆農業の振興　　　　　　　　　　（1,861 万 5 千円）
　国営土地改良事業負担金、農業再生プラン、中山間地
　域等直接支払交付金など
◆森林環境整備対策　　　　　　　　　（3,577 万円）
　町有林整備事業、民有林整備事業、森林整備地域活動
　支援交付金、林業振興資金貸付金など
◆林業基盤整備　　　　　　　（1 億 4,128 万 4 千円）
　森林管理道鳥山栄野線開設事業、森林管理道村山緑線
　開設事業、集落基盤整備排水施設整備事業など
◆漁業の振興　　　　　　　　　　（2,411 万 8 千円）
　水産業基盤整備、産業振興奨励補助金（ウニ深浅移植
　事業）など
◆季節労働者等雇用対策　　　　　（2,427 万 7 千円）
　ふるさと雇用再生特別対策推進事業、緊急雇用創出推
　進事業、ＩＴ人材育成プロジェクトなど
◆観光関連事業の育成　　　　　　（1,634 万 4 千円）
　フェスティバル振興奨励補助金など
◆生活道路の整備　　　　　　（1 億 1,258 万 1 千円）
　姫川富岡線改良事業、町道維持補修など
◆住宅の管理　　　　　　　　　　（5,078 万 3 千円）
　元町団地実施設計委託、公営住宅長寿命化計画策定委
　託、町営住宅維持補修など
◆温泉供給施設の整備　　　　　　　　（5,250 万円）
　館浦温泉２号井貯湯槽新設工事など
◆集会施設の整備　　　　　　（1 億 7,043 万 7 千円）
　豊浜地区集会施設の整備など
◆街なみ整備　　　　　　　　　　（1,660 万 4 千円）
　街なみ環境整備事業（小公園、街灯設置など）
◆消防防災施設の整備　　　　（1 億 5,344 万 1 千円）
　檜山広域行政組合分担金など
◆学校教育の充実　　　　　　　　（7,207 万 5 千円）
　創造力に満ちた学校づくり推進事業交付金、校舎及び備
　品の整備、教材及び教具の整備、児童・生徒就学援助対策、
　学校給食の充実、語学（英語）指導助手の招致など

予算計上の主な事業〈一般会計〉

歳　出

歳　入
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お父さん＝
　　　　　　石田　芳一さん
お母さん＝
　　　　　　　　　明子さん
わたしは
　　２歳２ヶ月の女の子です
名前の由来＝
呼びやすく、字画を考えて、
お父さんとお母さんとお姉
ちゃんで決めました。
両親の願い＝
いつもニコニコ笑顔を忘れ
ず、元気に育ってほしいです。

お父さん＝
　　　　　小野　和幸さん
お母さん＝
　　　　　　　　美智子さん
ぼくは
　　２歳２か月の男の子です
名前の由来＝
画数と呼びやすさで、お父さ
んとお母さんで決めました。
両親の願い＝
思いやりがあって、意志の強
い男の子に育ってほしいで
す。

石田　彩起ちゃん

（滝　瀬）
小野　奨太くん

（鳥　山）

わが家のアイドル

ねんきんの窓

　国民年金は 20 歳から 60 歳までの 40 年間加入し、保険料を納
めると 65 歳から満額の老齢基礎年金が受けられます。
　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来受け取る年金額が少
なくなるばかりでなく、万一の備えである障害基礎年金や遺族基
礎年金を受け取ることができなくなる場合があります。
　年金は突発的な事故や老後の生活に困らないように備える保険
制度でもあります。万一のときに後悔しないためにも、日頃から
きちんと国民年金の加入手続きをし、しっかり保険料を納めま
しょう。	
　
◆納め忘れの国民年金保険料は、納付期限を過ぎても２年間さか
のぼって納付することができます。

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　納付期限から２年を過ぎると時効により納付すること
ができなくなります。
　
◆保険料免除・若年者納付猶予・学生納付特例の承認を受け
た期間は、10 年間さかのぼって納付することができます。
　
　保険料免除・若年者納付猶予・学生納付特例の承認を
受けた期間の保険料は、10 年以内であれば、古い期間か
ら順に納めること（追納）ができます。
　ただし、免除・猶予等の承認を受けた期間の翌年度か
ら起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合には、
承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額
が上乗せされます。
　
★お問い合わせは役場町民課年金係（☎ 62-2311）まで★

平成 22 年度生活習慣病予防事業
『めじゃーリーグ』開催のお知らせ『めじゃーリーグ』開催のお知らせ

昨年参加者は 33名！
最高―10.5kg を実現 !!

　生活習慣病の予防を目的として、栄養講座や運動講座を実施する『めじゃーリーグ』を
今年度も開催します。「体重の増加が気になる」「運動習慣をつけたい」「自分の食事を見直したい」という方は是非ご参加ください。
　コースは以下の 3 つです。　※詳しい日程については電話にてお問い合わせください。

　内容：専門家による指導で、無理のない目標を設定、チャレンジします！
　①栄養士による食事内容のチェック、栄養指導
　②運動プログラマーによる運動指導（ウォーキング、筋トレ、ストレッチを効果的に組み合わせた指導）
　③保健師による、生活習慣改善アドバイス

申込み・お問い合わせ：役場町民課保健衛生係（電話：62-2311）

コ　　ー　　ス 対　　象 場　　所 日　程、時　間

めじゃー通年コース おおむね 60 歳以上の方 町 民 会 館 6 月 10 日～ 3 月 1 日まで
（月 1 回　計 9 回／午前 10 時～ 12 時）

めじゃー豊浜キャンプコース ど な た で も 豊 浜 漁 村
セ ン タ ー

7 月 14 日～ 8 月 25 日までの毎週水曜
（計 7 回／午前 10 時～ 12 時）

めじゃーナイターコース おおむね 60 歳以上の方 町 民 会 館 11 月 9 日～ 1 月 25 日まで
（月 2 回　計 6 回／午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分）

しょうた さ　き
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（
三
月
二
十
一
日
・
函
館
市
民
体

育
館
） 

　
団
体
戦
の
部

第
三
位  

乙
部
（
矢
野
惣
大
・
松

崎
晋
彦
・
清
水
悠
貴
・
若
木
萌
桂
・

吉
岡
望
）

個
人
戦
の
部
（
高
学
年
の
部
）

第
三
位　

吉
岡　

望

函
館
北
斗
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
武
道
大
会

　

春
か
ら
新
学
期
や
新
入
学
を
迎
え

る
子
供
た
ち
自
ら
が
交
通
安
全
標
語

を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、
事
故
防
止
を
図
ろ
う

と
、
江
差
警
察
署
管
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

応
募
作
品
の
中
、
乙
部
町
か
ら
６
点

の
標
語
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

「
が
ま
ん
し
て
運
転
す
る
な
ら
飲
ま

な
い
で
」

（
乙
部
小
学
校
６
年　

井 
春
乃
）

・
優
秀
賞

「
自
転
車
で
よ
そ
み
は
キ
ケ
ン
ケ
ガ

の
も
と
」

（
乙
部
小
学
校
５
年　

荒
木 

祥
経
）

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
明
日
を
つ
な
ぐ
命

づ
な
」

（
乙
部
小
学
校
６
年　

工
藤 

理
子
）

中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

「
気
を
ぬ
か
ず
い
つ
で
も
安
全
確
認
を
」

（
乙
部
中
学
校
１
年　

服
部 

亜
紀
）

・
優
秀
賞

「
カ
ー
ブ
で
は
確
認
し
よ
う
安
全
に
」

（
乙
部
中
学
校
１
年　

服
部 

未
来
）

「
自
転
車
で
坂
で
の
運
転
気
を
つ
け

よ
う
」

（
乙
部
中
学
校
１
年　

三
浦 

紗
奈
）

江
差
警
察
署
交
通

　

 

安
全
標
語

　
　

 

コ
ン
ク
ー
ル

事故を防ぐために
　慣れた山でも、山菜採りに無我夢中になると「隠れた危険」があります。
　次のことに心掛けて、山菜採りを楽しんでください。

１　家族等に行き先と帰宅時間を知らせましょう
　　「自分だけの秘密の場所だから」では、万一の場合、捜索が遅れることになります。行き先、帰宅時間等を必ず
　家族等に知らせてから出かけましょう。
２　単独での入山を避け、二人以上で声を掛け合い位置を確認する。
　　万が一迷ったら、一人では救助を求めることもできません。二人以上で入り、たえず声を掛け合いお互いの位置
　を確認しあうことが大切です。
３　服装は目立つ色にしましょう
　　白や黄色、蛍光色の服装がよく目立ち、万一の場合には、救助隊やヘリコプターから発見されやすくなります。
４　携帯電話や非常食、熊よけのための鈴やラジオを携行しましょう
　　鈴や笛、ラジオ等の音の出るものは、熊除けや自分の位置を知らせるのに役立ちます。アメ玉やチョコレート、
　ビスケット等は非常食になります。
　　また、非常の場合の連絡用として、携帯電話を持ちましょう。
５　迷ったときには無理をせず、落ち着いて行動しましょう
　　迷ったときは、むやみに歩き回らず、体力の消耗を抑え、落ち着いて捜索隊を待つなど慎重な行動が必要です。
　万が一の場合、家族等から捜索願が出されて捜索隊が救出に向かいますので、発見されやすい視界の開けた場所、
　野宿に適した場所を早めに探すことが大切です。

● 山に入る前には、地元の人に聞くなど、熊の出没情報に気をつけましょう。
● 「熊の出没注意」の看板のある場所には入らないようにしましょう。
● ヒグマに人の存在を早めに知らせるため、鈴やラジオで音を立てるなどの工夫をしましょう。
● ヒグマの足跡や糞を見たときには、すぐ引き返しましょう。

山菜採りの心構え５か条

ヒグマに注意！

武道大会表彰
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実施医療機関
渡島管内

●●●女性特有のがん検診推進事業のお知らせ●●●

　下記対象の方は、『平成 22 年度女性特有のがん検診推進事業』により、 乳がん・子宮がん検診（集団検
診・個別検診選択可）を無料で受診できます。
～対象となる方は以下の年齢の女性です～
■子宮がん検診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●乳がん検診

受診までの流れ
①６月上旬に役場から『無料クーポン券』および『申込書兼受診券』を対象の方へ送付します。
②集団検診を希望の方は役場町民課保健衛生係、個別検診を希望の方は医療機関に電話にて直接
　予約お申込ください。お申込の際には「女性特有のがん検診無料クーポン券で受診します」とお伝えください。
③『申込書兼受診券』に必要事項を記入し、『無料クーポン券』と一緒に医療機関受診時に持参します。

～申込み・問合わせ先　役場町民課保健衛生係（電話 62-2311）～

医　療　機　関　名 所　　　在　　　地 電話番号
検　診　項　目

子宮頸がん 乳がん

医療法人社団　函館マタニティクリニック  函館市海岸町 18 番 30 号 0138-23-3032 ○

岡和田産婦人科医院  函館市亀田町 20 番 14 号 0138-42-5588 ○

医療法人社団産科婦人科　白鳥クリニック  函館市白鳥町 13 番 18 号 0138-44-5588 ○

共愛会病院  函館市中島町 7 番 21 号 0138-51-2111 ○ ○

函館赤十字病院  函館市堀川町 6 番 21 号 0138-51-8877 ○

函館中央病院  函館市本町 33 番 2 号 0138-52-1231 ○ ○

三浦レディースクリニック  函館市本町 20 番 1 号 0138-51-2357 ○

函館五稜郭病院  函館市五稜郭町 38 番 3 号 0138-51-2295 ○ ○

医療法人社団誠仁会美馬産婦人科  函館市柏木町 15 番 2 号 0138-51-0095 ○

函館市医師会病院  函館市富岡町 2 丁目 10 番 10 号 0138-43-6000 ○

五稜郭ウイメンズクリニック  函館市本通 1 丁目 44 番 10 号 0138-56-2007 ○

医療法人社団藤松産婦人科医院  函館市鍛治 2 丁目 24 番 5 号 0138-55-2280 ○

医療法人社団明誠会こじま産婦人科  函館市神山 1 丁目 12 番 9 号 0138-55-5252 ○

秋山記念病院  函館市石川町 41 番地 9 0138-46-6660 ○ ○

医療法人社団陵仁会　えんどう桔梗マタニティクリニック  函館市桔梗 5 丁目 7 番 15 号 0138-47-3001 ○

湯の川女性クリニック  函館市湯川町 2 丁目 17 番 8 号 0138-59-0006 ○

社会医療法人函館渡辺病院 函館市湯川町 1 丁目 31 番 1 号 0138-59-2221 ○

函館市立病院 函館市港町 1 丁目 10 番 1 号 0138-43-2000  ○ ○

年齢 生　　　年　　　月　　　日

20歳 平成元（1989）年4月2日～平成２（1990）年4月1日

25歳 昭和59（1984）年4月2日～昭和60（1985）年4月1日

30歳 昭和54（1979）年4月2日～昭和55（1980）年4月1日

35歳 昭和49（1974）年4月2日～昭和50（1975）年4月1日

40歳 昭和44（1969）年4月2日～昭和45（1970）年4月1日

年齢 生　　　年　　　月　　　日

40歳 昭和44（1969）年4月2日～昭和45（1970）年4月1日

45歳 昭和39（1964）年4月2日～昭和40（1965）年4月1日

50歳 昭和34（1959）年4月2日～昭和35（1960）年4月1日

55歳 昭和29（1954）年4月2日～昭和30（1955）年4月1日

60歳 昭和24（1949）年4月2日～昭和25（1950）年4月1日
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乳がん検診・子宮がん検診を
受けましょう！

＊
＊

＊
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乳がん検診・子宮がん検診を
受けましょう！

乳がん
1 年間で乳がんと診断される人は約４万人。そして、毎年約１万人の人が乳がんで命を落としています。
乳がんは 30 ～ 50 歳代女性の死因のトップ、いま乳がん死を減らすための取り組みが急がれています。
乳がんは、ほかのがんと比べると治りやすいがんです。
早期に発見して適切な治療を受ければ、９割以上は治ります。

子宮がん
日本では、毎年約 1 万 5 千人の女性が新たに子宮頸がんにかかり、約３千人が子宮頸がんで亡くなっ
ています。女性特有のがんとしては、乳がんに次いで罹患率が高く、特に 20 ～ 30 代のがんで
は第 1 位となっています。閉経後の 50 歳代にも多く発生します

乙部町で実施する乳がん検診、子宮がん検診

　　対象：■子宮頸がん～ 20 歳以上の女性　／　●乳がん～ 40 歳以上の女性

　　　　　※乳がん検診、子宮がん検診ともに検診精度の向上により『２年に１回』の受診勧奨となっています。

　　料金：■子宮頸がん　　1,200 円　　婦人科超音波検査※１　1,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※１　子宮頸がん検診を受診された方に希望により実施。集団健診のみの実施。　　

　　　　　●乳がん　　40 ～ 49 歳…3,500 円　／　50 歳以上…3,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　※生活保護受給している方は無料です。

　　申込開始日：集団検診 5 月 11 日（火）～ / 個別検診 7 月 1 日（木）～
　　　　　　　  検診日の 2 週間前までにお申込ください。

▲
▲

日　　　程 受　付　時　間 場　　　所

子 宮 が ん 検 診 平成 22年
9月 12日（日）

①午前 8時 30分～ 45分
②午前 9時 30分～ 10時
③午後 12時 30分～ 45分
　以下は乳がんのみ
④午後 1時 30分～ 45分

ケアセンターおとべ

乳 が ん 検 診 平成 22年
6月 26日（土）

町民会館

１、集団健診

　　受診までの流れ

①まず、役場町民課保健衛生係へ電話申込みしてください（電話 62-2311）
②役場での申込みが済んでから、希望の医療機関に予約します。
③役場から送られる『申込書兼受診券』に必要事項を記入し、医療機関受診時に持参します。

２、個別健診 医療機関で健診を実施します。
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子ども手当に関するお知らせ

子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やか
な育ちを社会全体で応援するという趣旨のもとに
親等に支給するものです。

対象となる子ども

　満 15 歳以後の最初の 3 月 31 日までの間にある子ども（中学校修了までの子ども）が対象となります。
　※児童手当制度は、小学校修了前の子どもが対象となっており、親等に所得制限がありましたが、子ども手当は、
　　中学校修了前まで支給対象が拡大し、所得制限もありません。

手　当　の　額

　子ども一人につき、月額１万３千円が支給されます。

支給を受けるための手続

①児童手当を受給されていた方			 
　平成 22 年 3 月まで児童手当を受給されている方は、基本的に、児童手当の支給対象児童について手続きは必要
ありません。ただし、新たに子ども手当の対象となる子ども（原則として中学 2 年生と中学 3 年生）がいる場合には、
役場にて申請手続が必要となります。（住所を変更する方は、転居先の市町村で手続きが必要となりますので役場
までお問い合わせください。）				  
②児童手当を受給されていなかった方								      
　児童手当を受給されていなかった方で、子ども手当の支給の対象となる中学校修了前までの子どもを養育され
ている方が、子ども手当の支給を受けるためには、役場にて申請手続きが必要となります。

【申請の際に必要なもの】
○請求者の健康保険被保険者証		
○印鑑（認印で可）	
○手当を振り込む請求者名義の銀行預金通帳（普通預金口座）	
○その他（子どもと別居している場合などはお問い合わせください）

　乙部町にお住まいの方については、申請を受けたあと、受給資格等を確認のうえ、認定通知書を送付します。
手当のお支払は原則として口座振込みとなります。

手 当 の 支 払 期 月

　手当の支払期月は、6 月・10 月・2 月となっており、それぞれ前月分までの手当をお支払します。
最初の支払いは、平成 22 年 6 月となっておりますので、お早めの手続きをお願いします。
　また、4 月分からの子ども手当を受給するためには、平成 22 年 9 月 30 日までの申請が必要となりますので、ご
注意ください。
※なお、公務員の方は、勤務先での手続きとなりますので、勤務先にご確認ください。
ご不明な点等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。

（お問い合わせ先）役場町民課年金係　 TEL62–2311

平成 22 年４月から子ども手当制度が始まりました
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5 

月

日 曜 行　　　　　　　　事 時　　　　　間 場　　　　　所 〈お達者ぴんしゃん教室〉
対象／ 65 歳以上の方
内容／イスに座りながらの体操等
講師／理学療法士　小林道夫先生　他
　　　※バス送迎します。ご希望の方は前日
　　　までに乙部町地域包括支援センター　
　　　（電話 62-5845）へご連絡ください。

〈すくすく広場・ひよこサークル合同〉
対象／ 1 歳 6 か月からのお子さんと親
内容／ ７日～イモを植えよう！
　　　 21 日～バスでイチゴ狩りに行こう！
　　　※事前に申し込みが必要です。
　　　申込先／役場町民課保健衛生係
　　　　　　　（電話 62-2311）

〈おたっしゃ体操教室〉
対象／中高年の方や今の若さを保ちたい方な
　　　らどなたでも
内容／貯金体操、ボールを使った体操など
講師／フィットネススタジオジョイ
　　　佐々木則子先生
　　　※動きやすい服装、運動靴をご持参く
　　　ださい

〈檜山圏域障害者総合相談支援センター巡回相談〉
対象・内容／障害をお持ちの方及びその家族
　　　　　　が、地域で安心して生活できる
　　　　　　よう支援します。
申込先／檜山圏域障害者総合相談支援センター
　　　　（電話：0138-47-3046）
問合先／役場福祉係（電話：62-2311）

〈ぴよぴよ広場〉
対象／ 0 歳～ 1 歳 6 か月までの児と親
内容／親子遊び・交流

〈麻しん風しん混合予防接種　第３期〉
対象／中学校 1 年生

〈リハビリ特診〉
対象／一般町民
内容／理学療法士による機能訓練指導
問合せ／乙部町国保病院
　　　　（電話　62-2331）

〈ポリオ生ワクチン経口投与〉
対象／満 3 か月～ 7 歳 6 か月未満の児

〈赤ちゃん相談〉
対象／７か月・９か月児

〈赤ちゃん健診〉
対象／ 4 か月・12 か月児

〈三種混合予防接種〉
対象／生後 3 か月～ 7 歳 6 か月未満の
　　　お子さん

〈特定健診・がん検診・各種検査〉
内容／特定健診・がん検診（胃・肺・大腸・
　　　前立腺）・エキノコックス症検査・肝炎
　　　ウイルス検査
　　　※事前に申込みが必要です。
　　　申込先／役場町民課保健衛生係
　　　（電話 62-2311）

〈1歳 6か月児・3歳児健診〉
対象／ 1 歳 6 か月・3 歳のお子さん
　　　※対象となるお子さんへは個別に案内
　　　しています

〈こころの健康相談〉
内容／対人関係、アルコール問題、ストレス
　　　不登校、認知症などの相談
　　　※ 5 月 20 日（木）までに予約してく
　　　ださい。
申込先／檜山振興局保健環境部保健福祉室　
　　　（江差保健所）（電話 0139-52-1053）

〈健康相談〉
対象／一般町民
内容／血圧測定、健康、育児についての相談

１ 土 町民プールオープン 午前10時～ 町民プール
２ 日 （休日当番医　半澤医院）

３ 月 憲法記念日
（休日当番医　道立江差病院）

４ 火 みどりの日
（休日当番医　乙部町国保病院）

５ 水 こどもの日
（休日当番医　厚沢部町国保病院）

６ 木
お達者ぴんしゃん教室 午前10時～午後12時 ケアセンターおとべ
リハビリ特診 午後１時30分～午後3時 国保病院

７ 金 すくすく広場・ひよこサークル合同 午前10時～午前11時 ゆりの里活性化センター
８ 土
９ 日 （休日当番医　道立江差病院）
10 月 狂犬病予防注射 午前10時～午後4時 町内一円

11 火
狂犬病予防注射 午前10時～午後4時 町内一円
おたっしゃ体操教室 午後１時30分～３時 ケアセンターおとべ

12 水
檜山圏域障害者総合相談支援セン
ター巡回相談 午前10時～午後3時 ケアセンターおとべ

麻しん風しん混合予防接種（第３期） 午後１時30分～ 国保病院
13 木 ぴよぴよ広場 午前10時～11時30分 ケアセンターおとべ
14 金
15 土
16 日 （休日当番医　佐々木病院）
17 月 健康相談 正午～午後１時 千岱野研修会館
18 火 ポリオ生ワクチン経口投与 午後1時～1時30分受付 国保病院

19 水
赤ちゃん相談 午前9時45分～10時受付 ケアセンターおとべ
赤ちゃん健診 午後1時～1時15分受付 ケアセンターおとべ

20 木
三種混合予防接種 午後1時～1時30分受付 国保病院
お達者ぴんしゃん教室 午前10時～午後12時 ケアセンターおとべ
リハビリ特診 午後１時30分～午後3時 国保病院

21 金 すくすく広場・ひよこサークル合同 午前10時～午前11時30分 千岱野
22 土 南部桧山清掃センターは機械点検整備のため休業となります。

23 日
（休日当番医　上ノ国診療所）
特定健診・がん検診・各種検査 午前７時～10時受付 町民会館

24 月 特定健診・がん検診・各種検査 午前6時～9時受付 漁村センター（豊浜）

25 火

1歳 6か月児・3歳児健診 午後1時～1時30分受付 生きがい交流センター
おたっしゃ体操教室 午後１時30分～３時 三ツ谷研修会館

こころの健康相談 午後３時～ 檜山振興局保健環境部保
健福祉室（江差保健所）

26 水
27 木 健康相談 午後1時30分～2時30分 ゆりの里活性化センター

28 金 健康相談
午前9時～9時30分 三ッ谷愛郷会館
午前9時40分～10時10分 三ッ谷研修会館

29 土
30 日 （休日当番医　道立江差病院）
31 月

〈備考〉　　○都合により変更することがありますが、あらかじめご了承ください。
　　　　　○未定行事については後日、広報等でお知らせいたします。

5月のカレンダー
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生
係
（
☎
６
２-

２
３
１
１
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

往
診
療
と
し
て
９
６
０
円
が
か
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
犬
を
飼
わ
れ
る
方

は
畜
犬
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。料　　　　　　金

狂 犬 病 予 防 注 射 手 数 料 2,490 円

狂 犬 病 予 防 注 射 済 票
交 付 手 数 料 550 円

計 3,040 円

畜 犬 登 録 手 数 料
(すでに登録されている方は必要ありません) 3,000 円

狂
犬
病
予
防
注
射

畜

犬

登

録 

の

実

施

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

町民（温水）プール
５月1日オープン!

　

五
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
13
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
1
時
45
分

▽
５
月
25
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

講習会受講者の募集
　建災防江差分会では、有資格者の充足を図るため、

次のとおり講習会を開催致します。

◎玉掛技能講習
▲

 日　　時／ 6 月 9 日（水）～ 11 日（金）

　　　　　　 午前 9 時

▲

 受 講 料／２７，７５０円

▲

 会　　場／檜山建設会館

▲

 申込期限／５月 25 日（火）まで

　　　　　　（定員 30 名になり次第締め切り）

※問合わせ・申込みは、同分会

　　　（檜山建設協会内　℡ 0139-52-1813）まで。

5月は固定資産税（第１期）の納期限です。

　体力づくりや健康の保持増進にご利用ください。
■利用時間
　土日祝日　午前 10 時～午後６時
　平　　日　午後１時 30 分～午後 8 時
　休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその
                  翌日が休館日）
■利 用 料
　・中学生以下　   110 円
     （町内の場合は 50 円）
　・高校生　　　   200 円
　・一　般　　　   240 円

月日 時　　間 場　　　所

５
月
10
日
㈪

10：00 ～ 10：20 滝　瀬 成 田 千 代 司 宅 前
10：25 ～ 10：45 滝　瀬 伊 勢 秋 夫 宅 前
10：50 ～ 11：10 元　町 神 社 前
11：15 ～ 11：35 緑　町 公 営 住 宅 公 園 前
11：40 ～ 12：00 緑　町 旧乙部振興公社前
13：00 ～ 13：20 緑　町 役 場 前
13：25 ～ 13：45 館　浦 田 村 強 宅 横
13：50 ～ 14：10 館　浦 福 山 誠 宅 横
14：15 ～ 14：40 栄　浜 工 藤 一 成 宅 横
14：45 ～ 15：00 鳥　山 バ ス 停 前
15：10 ～ 自 　 宅 　 訪 　 問

町民プール風景

月日 時　　間 場　　　所

５
月
11
日
㈫

10：00 ～ 10：10 豊　浜 明 石 忠 志 宅 前
10：15 ～ 10：35 豊　浜 消 防 分 遣 所 前
10：40 ～ 11：00 花　磯 漁協石油タンク前
11：05 ～ 11：15 潮　見 旧 明 和 小 学 校 前
11：25 ～ 11：35 可笑内 新 谷 商 店 前
11：40 ～ 12：00 元　和 清 水 商 店 前
13：00 ～ 13：20 姫　川 農 協 倉 庫 前
13：25 ～ 13：40 姫　川 小 学 校 前
13：45 ～ 14：05 旭　岱 寿 の 家 前
14：15 ～ 14：25 千岱野 研 修 会 館 前
14：30 ～ 14：50 富　岡 旧 小 中 学 校 前
15：00 ～ 自 宅 訪 問



〔19〕 自動車税の納期限は5月31日㈪です

【
日
時
】 
五
月
二
十
九
日 

雨
天
決
行

【
申
込
期
間
】 
四
月
二
十
日
～

　
　
　
　

 　

五
月
十
日

【
コ
ー
ス
】 

国
道
二
二
九
号 

追
分
ソ
ー
ラ
ン
ラ
イ
ン
（
約
八
十
二 
㎞
）

（
集
合
場
所 

上
ノ
国
町
町
民
体
育
館
）

【
参
加
資
格
】

　

小
学
生
以
上
で
、
コ
ー
ス
を
完
走

で
き
る
自
信
の
あ
る
方
。

【
参
加
料
】 

四
千
円

【
申
込
方
法
】

　

申
込
書
、
誓
約
書
に
つ
い
て
は
、

檜
山
振
興
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
下
さ
い
。誓
約
書
に
同
意
の
上
、

郵
送
に
よ
り
送
付
し
て
下
さ
い
。

【
申
込
書
送
付
先
・
問
合
せ
先
】

〒
〇
四
三-

八
五
五
八

第
四
回
追
分
ソ
ー
ラ
ン

サ
イ
ク
リ
ン
グ
実
行
委
員
会
事
務
局

江
差
町
字
陣
屋
町
三
三
六
番
地

檜
山
振
興
局

産
業
振
興
部
建
設
指
導
課 

　

津
幡 

昌
則 

☎
五
二-

六
六
三
〇

地
域
振
興
部
総
務
課

　

泊
谷 

茂
樹 

☎
五
二-

六
四
六
二

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

第
四
回 

追
分
ソ
ー
ラ
ン

サ
イ
ク
リ
ン
グ
開
催
！

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、人
権
擁
護
活
動
の
一
環
と
し
て
、

次
の
と
お
り
「
困
り
ご
と
心
配
ご
と

特
設
人
権
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。

　

い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の
い
ざ

こ
ざ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、

相
隣
関
係
な
ど
身
近
な
法
律
問
題
や

人
権
問
題
等
、
心
配
ご
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差

支
局
（
電
話 
〇
一
三
九-

五
二-

一
〇
四
八
）
で
は
、
い
つ
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時
…
六
月
一
日
（
火
）

　
　
　
　

十
三
〜
十
五
時　

と
こ
ろ
…
乙
部
町
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

★
乙
部
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

　

伊
藤　

邦
昭
さ
ん

　
（
緑
町　

 

☎
六
二-

三
〇
九
二
）

　

麓　
　

善 

勝
さ
ん

　
（
花
磯　

 

☎
六
三-

二
二
六
六
）

の
二
人
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

「
特
設
人
権
相
談
所
」

   

開
設
の
お
知
ら
せ

外来診療体制
5 月の診療予定です

最 新 情 報！
新 任 医 師 紹 介

４月より副院長が就任しました。
副院長（外科）永山　稔 先生
外科は２名体制になります。
よろしくお願いします。

４月から医師が代わりました！
外　　科   　 梶　晋輔 先生
整形外科　　松村先生→大島雄一郎先生
　　　　　　吉本先生→岡田　葉平先生
循環器科　　太田先生→伊藤　孝仁先生
消化器科　　岡　先生→五十嵐央祥先生
神経精神科　清水先生→細田さくら先生

　７名の医師が赴任致しました。
　詳しい紹介は５月発行予定の「えさし病院便り」春号に
掲載しますのでそちらをご覧ください。

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　13日、27日（木曜日）
午後　12日、26日（水曜日）

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　12日、19日、26日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 13日（木曜日）

看護職員募集のお知らせ
　看護職員を募集しております。詳しくは、総看護師長ま
で、電話 52-0036（内線 202）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
　　　  午後･･･13時00分～14時30分

受 付 時 間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。



雅
樹
▼
建
設
課
管
理
係
兼
水
道
温
泉

業
務
係　

渡
辺
尚
樹
▼
財
政
課
経
理

係　

竹
内
拓
也
▼
国
保
病
院
看
護
師

寶
田
由
美

乙
部
町
議
会
事
務
局
人
事

▼
事
務
局
長（
建
設
課
参
事
）林
一
夫

乙
部
町
教
育
委
員
会
事
務
局
人
事

▼
事
務
局
長
（
国
保
病
院
事
務
長
）

西
健
正

乙
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
人
事

▼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
併
任　

総
務
課
長　

菊
池
晃

▼
選
挙
管
理
委
員
会
次
長
併
任　

総

務
課
長
補
佐　

品
野
肇

退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
松
原
静
雄
（
総
務
課
長
）
▼
小
寺

正
人（
建
設
課
長
）▼
澤
谷
静
夫（
議

会
事
務
局
長
）
▼
三
上
兵
一
郎
（
税

務
課
長
補
佐
）
▼
杉
江
郁
子
（
国
保

病
院
主
査
）

檜
山
広
域
行
政
組
合
乙
部
消
防
署
人
事

▼
予
防
係
主
査
（
管
理
係
主
査
）
牛

谷
内
一
志
▼
管
理
係
（
警
防
係
）
澤

井
力
也

新
規
採
用

▼
警
防
係　

荒
木
秀
顕

退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
笹
田
吾
郎
（
乙
部
消
防
署
次
長
）

　

四
月
一
日
付
で
消
防
団
人
事
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
敬
称
略
）
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お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

斉
藤　

利
美
さ
ん（
51
歳
）旭　

岱

松
原
ス
ヱ
オ
さ
ん（
89
歳
）緑　

町

菊
地　

善
幸
さ
ん（
57
歳
）豊　

浜

阿
部　

重
三
さ
ん（
86
歳
）三
ツ
谷

ご
け
っ
こ
ん

お
め
で
と
う

　
 

坂
尻　
　

大 　
（
元　

和
）

　
 

一
方
井
優
子　

 （
函
館
市
）

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

  さ
ん

  さ
ん

町 の 人 口
= ３月末現在 =

世帯数　1,996（―₆）〈―20〉
人　口　4,502（―36）〈―84〉
　男　　2,086（―11）〈―42〉
　女　　2,416（―25）〈―42〉

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は 3 月末からの累計増減

３
月
15
日
〜
４
月
14
日

〔20〕

職
員
の
人
事
異
動

消
防
団
の
人
事
異
動

よ
ろ
こ
びか

な
し
み

　

四
月
一
日
付
け
で
、
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

乙
部
町
人
事　

 （　

）
内
は
異
動
前

▼
総
務
課
長
（
財
政
課
長
）
菊
池
晃

▼
財
政
課
長
（
総
務
課
企
画
室
長
）

小
石
裕
之
▼
税
務
課
長
の
兼
務
を
解

く
（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
税

務
課
長
）
米
田
雅
紀
▼
建
設
課
長
（
水

産
商
工
課
長
）
安
岡
育
男
▼
国
保
病

院
事
務
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

永
井
悟
▼
水
産
商
工
課
長
兼
農
林
課

参
事
（
農
林
課
参
事
）
杉
江
英
樹
▼

税
務
課
長
（
税
務
課
参
事
）
宮
川
寿

巳
▼
総
務
課
参
事
（
町
民
課
参
事
）

笠
原
邦
雄
▼
建
設
課
参
事
兼
技
術
係

長
事
務
取
扱
（
建
設
課
長
補
佐
）
奥

村
博
▼
町
民
課
参
事
兼
在
宅
福
祉
保

健
複
合
施
設
所
長
（
総
務
課
長
補
佐
）

佐
藤
英
稔
▼
国
保
病
院
診
療
放
射
線

科
長
（
国
保
病
院
診
療
放
射
線
科
主

任
技
師
）
工
藤
洋
一
▼
総
務
課
長
補

佐
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱
（
企
画
室

長
補
佐
）
品
野
肇
▼
農
林
課
長
補
佐

兼
農
務
係
長
事
務
取
扱
（
建
設
課
長

補
佐
）
中
嶋
俊
哉
▼
総
務
課
長
補
佐

兼
総
務
係
長
事
務
取
扱
（
総
務
課
総

務
係
長
）
阿
部
優
子
▼
財
政
課
長
補

佐
兼
経
理
係
長
事
務
取
扱
（
財
政
課

経
理
係
長
）
中
川
美
千
代
▼
町
民
課

長
補
佐
兼
住
民
係
長
事
務
取
扱
（
町

民
課
住
民
係
長
）
北
越
由
紀
子
▼
出

納
室
長
補
佐
兼
出
納
係
長
事
務
取
扱

（
出
納
室
出
納
係
長
）
阿
部
久
子
▼
建

設
課
長
補
佐
兼
水
道
温
泉
業
務
係
長

事
務
取
扱
（
建
設
課
水
道
温
泉
業
務

係
長
）
松
原
敏
幸
▼
国
保
病
院
次
長

兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
兼
医
事
係
長

事
務
取
扱
（
国
保
病
院
庶
務
係
長
）

前
田
平
蔵
▼
つ
く
し
保
育
園
次
長
（
つ

く
し
保
育
園
保
育
係
長
）
北
越
友
子

▼
税
務
課
徴
収
係
長
（
町
民
課
福
祉

係
長
）
冷
水
義
明
▼
町
民
課
福
祉
係

長
（
総
務
課
主
査
）
佐
藤
昌
宏
▼
み

さ
き
保
育
園
保
育
係
長（
つ
く
し
保
育

園
主
査
）
長
濱
玲
子
▼
つ
く
し
保
育

園
保
育
係
長
（
つ
く
し
保
育
園
主
査
）

伏
見
礼
子
▼
つ
く
し
保
育
園
主
査
（
み

さ
き
保
育
園
主
査
）
小
林
郁
子
▼
ひ
や

ま
漁
業
協
同
組
合
に
派
遣
（
水
産
商

工
課
主
査
）
阿
部
栄
二
▼
町
民
課
主

査
（
企
画
室
主
査
）
小
松
宏
嘉
▼
総

務
課
主
査
北
海
道
へ
派
遣
（
町
民
課

主
査
）
野
澤
明
司
▼
建
設
課
主
査
（
財

政
課
経
理
係
）
三
上
裕
士
▼
町
民
課

主
査
（
町
民
課
介
護
保
険
係
）
明
石

要
▼
総
務
課
主
査
（
総
務
課
総
務
係
）

山
本
裕
樹
▼
国
保
病
院
看
護
主
査
（
国

保
病
院
看
護
師
）
土
谷
志
保
子
▼
国

保
病
院
看
護
主
査
（
国
保
病
院
看
護

師
）
光
森
小
百
合
▼
国
保
病
院
看
護

主
査
（
国
保
病
院
看
護
師
）
小
笠
原

美
加
▼
つ
く
し
保
育
園
主
査
（
つ
く

し
保
育
園
保
育
士
）
須
田
な
な
子

新
規
採
用

▼
総
務
課
企
画
係
兼
総
務
係　

沖
崎

編　

集　

後　

記

　

春
の
訪
れ
か
ら
、
新
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
担
当
も
今
月
号
か
ら
変
わ

り
、初
め
て
の
担
当
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
行

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
見
か
け
た
際

は
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ

い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

昇
格
者

本
部
▼
団
長
（
副
団
長
）
米
田
光
政

▼
副
団
長
（
分
団
長
）
深
川
康

第
一
分
団
▼
分
団
長
（
副
分
団
長
）

笹
木
貞
三
郎
▼
副
分
団
長
（
部
長
）

石
中
芳
一
▼
部
長（
班
長
）菊
池
要
一

▼
班
長
（
団
員
）
須
田
政
博

第
二
分
団
▼
班
長（
団
員
）若
木
弘
幸

入
団
者

▼
第
一
分
団　

甲
谷
勇
介
、
石
山
成

晃
、
榿
澤
純　

▼
第
二
分
団　

町
中

達
成
、
山
本
義
親

退
団
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
本
部　

印
牧
博
（
団
長
）
▼
増
永

武
博
（
団
員
）


